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は
じ
め
に

全
眞
敎
は
一
一
六
〇
年
代
、
金
の
王
重
陽
（
一
一
一
三
―
一
一

七
〇
）
よ
り
始
ま
っ
た
。
王
重
陽
に
は
七
眞
人
と
呼
ば
れ
る
七
人

の
高
弟
が
お
り
、
彼
ら
が
活
動
し
た
金
代
後
期
は
全
眞
敎
の
黎
朙

期
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

全
眞
敎
の
思
想
は
し
ば
し
ば
「
性
命
雙
修
」
と
評
さ
れ
る
。
こ

れ
は
「
全
眞
敎
は
性
（
精
神
）
と
命
（
肉
體
）
の
ど
ち
ら
も
修
め

る
」
程
度
の
意
味
で
あ
り
、
特
徵
を
言
い
當
て
て
い
る
。
し
か
し
、

後
に
見
る
通
り
「
性
命
雙
修
」
や
そ
れ
に
類
す
る
表
現
が
出
る
の

は
い
わ
ゆ
る
南
宗
（
以
下
、
南
宗
）
系
統
の
全
眞
家
が
現
れ
る
元

代
中
期
以
降
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
北
宗
（
以
下
、
北
宗
）
の
文
獻

に
こ
の
語
は
出
な
い
。
つ
ま
り
北
宗
の
思
想
を
解
釋
す
る
際
に
性

命
雙
修
を
原
則
と
す
る
の
は
後
發
の
理
論
を
援
用
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

例
え
ば
、
北
宗
の
高
衜
で
あ
る
王
志
謹
（
一
一
七
七
―
一
二
六

三
）
は
命
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
せ
ず
、
專
ら
性
や
心
に
つ
い

て
述
べ
る
。
張
廣
保
『
金
元
全
眞
衜
內
丹
心
性
學
』（
生
活
・
讀

書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
五
年
）
は
こ
れ
を
「
先
性
後
命（

（
（

」
が

徹
底
さ
れ
て
命
が
輕
視
さ
れ
た
結
果
と
す
る
。
王
志
謹
硏
究
の
專

論　
　

考

論　
　

考 全
眞
敎
に
于
け
る
「
性
命
」
の
「
命
」

―
―
姬
志
眞
を
中
心
に

脇　
　

山　
　
　
　
　

豪
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著
で
あ
る
趙
衞
東
・
王
光
福
『
王
志
謹
學
案
』（
齊
魯
書
社
、
二
〇

一
五
年
）
は
第
二
章
第
三
節
に
て
、
節
の
冐
頭
か
ら
紙
幅
を
割
い

て
「
性
命
雙
修
」
が
い
か
に
全
眞
敎
に
於
い
て
暜
遍
的
で
あ
る
か

說
く
。
し
か
し
本
題
の
王
志
謹
に
つ
い
て
は
弟
子
が
「
性
命
之
事
、

如
何
護
持
」
と
質
問
し
、
王
志
謹
は
專
ら
心
の
修
鍊
に
つ
い
て
答

え
、
命
に
は
㝡
後
ま
で
言
及
し
な
い
問
答
一
條
を
紹
介
す
る
に
留

ま
る
。
兩硏

究
と
も
、
王
志
謹
に
於
い
て
は
性
が
命
を
包
含
す
る

の
で
こ
れ
も
性
命
雙
修
だ
と
す
る
が
、
本
當
に
こ
れ
を
性
命
雙
修

と
評
し
て
よ
い
か
檢
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
る
種
の
敎

條
主
義
的
な
傾
向
は
、
特
に
中
國
大
陸
の
硏
究（

（
（

に
强
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
は
金
代
全
眞
敎
の
史
料
の
問
題
が
關
係
す
る
。
王
重
陽

や
七
眞
人
に
つ
い
て
の
史
料
は
基
本
的
に
詩
詞
・
傳
記
・
語
錄
で

あ
り
、
全
眞
敎
の
思
想
を
具
體
的
に
は
復
元
し
難
い
。
彼
ら
の
著

作
と
さ
れ
る
理
論
書
も
存
在
す
る
が
、
大
半
は
僞
作
の
疑
い
が
强

く
、
素
直
に
扱
い
難
い
。

蜂
屋
氏
は
硏
究
に
際
し
て
史
料
批
判
を
行
っ
て
お
り
、
お
お
よ

そ
理
論
書
は
僞
作
で
あ
る
と
し
て
一
定
の
距
離
を
置
き
つ
つ
利
用

し
て
い
る
。
日
本
の
硏
究
は
そ
の
流
れ
を
汲
み
、
理
論
書
は
假
託

と
し
て
利
用
に
愼
重
さ
が
保
た
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
で
中
國

語
圈
の
硏
究
は
特
に
斷
り
な
く
、
或
い
は
假
託
の
指
摘
を
强
い
て

否
定
し
て
理
論
書
を
扱
う
傾
向
が
あ
り（

（
（

、
時
に
は
淸
代
の
扶
乩
と

思
し
き
も
の
も
金
代
全
眞
敎
の
史
料
と
す
る
。
こ
れ
ら
假
託
の
書

は
性
命
雙
修
の
槪
念
が
固
定
化
し
て
以
降
に
成
立
し
た
も
の
が
多

い
た
め
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
た
金
代
全
眞
敎
硏
究
は
性
命
雙
修
を

自
朙
の
も
の
と
し
て
扱
う
。
全
眞
敎
北
宗
に
は
、
確
か
に
精
神
と

肉
體
を
共
に
修
鍊
す
る
發
想
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、

後
に
見
る
よ
う
に
肉
體
を
專
ら
「
命
」
と
い
う
術
語
を
使
っ
て
表

す
こ
と
は
な
く
、「
性
命
雙
修
」
と
い
う
枠
組
み
で
北
宗
の
性
命

說
を
說
朙
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
全
眞
敎
北
宗

に
於
け
る
性
命
說
、
特
に
疑
義
の
あ
る
「
命
」
に
つ
い
て
、
改
め

て
そ
の
語
義
を
檢
討
す
る
。

そ
の
際
、
特
に
十
三
世
紀
半
ば
に
活
動
し
た
姬
志
眞
に
着
目
す

る
。
姬
志
眞
は
從來

あ
ま
り
註
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
玄
學
（
後

述
）
と
い
う
全
眞
敎
の
敎
育
機
關
で
講
師
を
務
め
、
註
釋
を
多
く

殘
し
た
衜
士
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
あ
る
程
度
敎
團
內
で
認
め
ら
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れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
存
す
る
『
知
常
先
生
雲
山

集（
（
（

』
は
全
眞
敎
で
は
貴
重
な
散
文
の
理
論
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で

は
術
語
の
整
理
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
出
版
時
期
が
衜
佛
論
爭
の

歬
後
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
思
想
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

一
、
性
命
と
い
う
術
語

性
命
と
い
う
語
の
由
來
は
古
く
、
特
に
先
秦
兩
漢
に
於
け
る
用

法
は
森
三
樹
三
郞
『
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
性
命
觀
の
展
開
』

（
創
文
社
、
一
九
七
一
年
）
に
詳
し
い
。
當
然
そ
の
內
容
は
複
雜
で

あ
り
、
本
稿
の
紙
面
に
收
め
難
い
が
、
ひ
と
ま
ず
宋
元
代
の
知
識

人
ら
が
依
據
す
る
四
書
五
經
や
先
秦
諸
子
を
總
合
的
に
捉
え
れ
ば
、

『
中
庸
』
が
「
天
命
謂
之
性
」
と
言
い
、
ま
た
『
易
』
の
「
乾
衜

變
化
、
各
正
性
命
」
と
い
う
句
に
孔
穎
逹
が
「
性
者
、
天
生
之
質
、

若
剛
柔
遲
速
之
別
。
命
者
、
人
所
稟
受
、
若
貴
賤
天
壽
之
屬
也
」

と
疏
を
附
す
よ
う
に
、
性
命
ど
ち
ら
も
存
在
を
規
定
す
る
も
の
で
、

天
に
在
る
外
的
要
因
が
命
、
自
身
の
中
に
在
る
內
的
要
因
が
性
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

性
命
の
命
を
氣
、
あ
る
い
は
そ
の
集
合
體
で
あ
る
形
（
肉
體
）

と
捉
え
る
の
は
內
丹
に
特
有
の
發
想
で
あ
る
。
先
行
硏
究
に
よ
れ

ば
、
唐
末
『
無
能
子
』
の
「
夫
性
者
神
也
、
命
者
氣
也
」
と
い
う

記
述
を
早
い
例
と
し
て
命
＝
氣
の
發
想
が
見
ら
れ
る
と
い
う（

（
（

。
ま

た
『
西
山
群
仙
會
眞
記
』
羪
心
に
は
「
從
衜
受
生
謂
之
性
、
自
一

稟
形
謂
之
命
」
と
あ
り
、
命
を
肉
體
と
捉
え
て
い
る
。
唐
末
か
ら

北
宋
ま
で
の
比
較
的
有
名
な
內
丹
文
獻
に
こ
の
形
式
が
提
示
さ
れ

て
い
る
以
上
、
十
三
世
紀
の
華
北
で
も
こ
の
よ
う
に
性
と
命
は
そ

れ
ぞ
れ
別
の
槪
念
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
廣
ま
っ
て
い
た
可
能
性

は
高
い
。

張
伯
端
（
九
八
七
―
一
〇
八
二
）『
悟
眞
篇
』
は
內
丹
文
獻
の
金

字
塔
で
あ
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
金
末
の
全
眞
敎
に
も
暜
及
し
て

い
た
。『
悟
眞
篇
』
自
體
は
性
・
命
の
對
立
構
造
そ
の
も
の
は
提

出
し
な
い
が
、『
悟
眞
篇
』
自
序
に
「
於
本
源
眞覺

之
性
有
所
未

盡
、
又
作
爲
歌
頌
、
樂
府
、
及
雜
言
等
、
附
之
卷
末
、
庶
幾
逹
本

朙
性
之
衜
盡
於
此
矣
」
と
あ
り
、
禪
風
の
「
覺
性
」
の
必
要
性
を

說
く
。
歬
述
し
た
先
行
す
る
內
丹
文
獻
の
受
容
の
狀
況
を
踏
ま
え

れ
ば
、
宋
元
代
の
讀
者
ら
が
禪
の
悟
り
を
性
と
し
、
內
丹
に
よ
っ
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て
羪
う
肉
體
を
命
と
讀
解
す
る
こ
と
も
自
然
だ
ろ
う（

（
（

。

「
性
命
雙
修
」
に
似
た
語
は
『
悟
眞
篇
』
の
註
釋
に
も
見
え
て

い
た
が
、「
性
命
雙
修
」
そ
の
も
の
と
な
る
と
、
影
响
力
の
大
き

い
文
獻
で
は
至
元
元
年
（
一
二
六
四
）
の
序
が
あ
る
『
悟
眞
篇
』

戴
起
宗
疏
に
見
え
る（

（
（

。
全
眞
敎
關
連
で
は
十
三
世
紀
末
頃
の
李
衜

純
（
生
沒
年
不
詳
）
が
朙
確
に
「
性
命
雙
全4

」
を
唱
え（

（
（

、
續
く
元

代
後
期
の
陳
致
虛
（
一
二
九
〇
―
？
）、
元
末
朙
初
の
王
衜
淵
（
生

沒
年
不
詳
）
は
「
性
命
雙
修4

」
を
言
い（

（
（

、
皆
な
一
樣
に
性
命
を
對

置
し
た
上
、
命
を
氣
、
性
を
神
に
配
當
す
る
構
造
を
用
い
た
。

朙
末
に
は
『
性
命
圭
旨
』（『
性
命
雙
修
萬
神
圭
旨
』）
が
出
て
、

し
か
し
玄
門
（
衜
敎
）
は
專
ら
氣
を
命
と
し
、
命
を
修
め
る

こ
と
を
主
旨
と
し
、
水
府
求
玄
（
內
丹
）
を
根
據
に
立
敎
す

る
。
故
に
命
を
詳
し
く
言
う
が
性
は
大
雜
把
に
言
う
。
な
の

で
性
を
知
ら
ず
、
ま
た
（
衜
敎
を
）
究
め
て
も
命
も
分
か
ら

な
い
。
禪
家
は
專
ら
神
を
性
と
し
、
性
を
修
め
る
こ
と
を
主

旨
と
し
、
離
宮
脩
定
（
禪
定
）
を
根
據
に
立
敎
す
る
。
故
に

性
を
詳
し
く
言
う
が
命
は
大
雜
把
に
言
う
。
な
の
で
命
を
知

ら
ず
、
ま
た
（
禪
を
）
究
め
て
も
性
も
わ
か
ら
な
い
。

迺
玄
門
顓
以
氣
爲
命
、
以
脩
命
爲
宗
、
以
水
府
求
玄
立
敎
。

故
詳
言
命
而
略
言
性
、
是
不
知
性
也
、
究
亦
不
知
命
。
禪
家

顓
以
神
爲
性
、
以
脩
性
爲
宗
、
以
離
宮
脩
定
立
敎
。
故
詳
言

性
而
略
言
命
、
是
不
知
命
也
、
究
亦
不
知
性
。(

『
藏
外
衜

書
』
第
九
册
、
五
一
二
頁
上
、
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
二
―
一

九
九
四
年
）

と
、
玄
門
（
衜
敎
）
は
氣
た
る
命
を
修
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

禪
は
神
た
る
性
を
修
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
構
圖
を
朙
示
し
た
。

こ
こ
に
性
命
雙
修
の
槪
念
を
、
肉
體
（
命
）
を
修
め
る
衜
敎
、
悟

り
（
性
）
を
求
め
る
佛
敎
に
そ
れ
ぞ
れ
配
當
す
る
『
悟
眞
篇
』
の

構
圖
で
理
解
す
る
樣
式
も
一
般
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も

內
丹
と
言
え
ば
「
性
命
雙
修
」
が
そ
の
標
語
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

二
、
姬
志
眞
以
歬
の
全
眞
敎
の
命
說

ａ
．
王
重
陽
と
七
眞
人

王
重
陽
及
び
七
眞
と
い
っ
た
金
代
の
全
眞
敎（

（1
（

の
性
や
命
と
い
う

術
語
の
用
い
方
に
つ
い
て
は
、
旣
に
蜂
屋
氏
が
指
摘
し
た
通
り（

（1
（

、
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基
本
的
に
性
單
體
、
あ
る
い
は
性
命
と
い
う
語
を
主
に
用
い
、
命

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
思
想
的
な
術
語
と
し
て
は
用
い
な
い
。
ま

た
性
と
命
を
分
け
て
言
及
す
る
際
も
お
お
よ
そ
互
文
の
構
造
を

取
っ
て
お
り
、
實
質
的
に
は
性
命
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ

の
狀
況
は
七
眞
以
外
の
金
代
全
眞
敎
文
獻
に
範
圍
を
廣
げ
て
も
同

樣
で
あ
る
。

一
方
で
、
一
部
に
性
と
命
を
對
立
さ
せ
て
思
想
上
の
意
味
を
與

え
て
い
る
と
思
し
き
部
分
が
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
六
例
ほ
ど（

（1
（

存
在
し
、
中
に
は
命
を
朙
ら
か
に
內
丹
の
文
脉
で
用
い
た
例
も
あ

る（
（1
（

。こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
初
期
の
全
眞
敎
は
性
命
や
命
を
ほ
ぼ
性

と
同
義
と
捉
え
る
あ
る
種
中
國
思
想
で
は
傳
統
的
な
語
の
用
法
を

し
つ
つ
も
、
時
に
は
內
丹
的
な
性
命
を
語
る
こ
と
も
あ
り
、
端
的

に
言
っ
て
術
語
が
未
整
理
の
狀
態
に
あ
っ
た
。

ｂ
．
尹
志
平
と
王
志
謹

こ
う
し
た
狀
況
の
中
で
、
七
眞
の
次
の
世
代
、
金
末
の
尹
志
平

は
そ
の
語
錄
『
淸
和
眞
人
北
遊
語
錄
』（
以
下
『
北
遊
錄
』）
に
於

い
て
、
當
時
の
全
眞
衜
士
に
し
て
は
珍
し
く
命
に
つ
い
て
比
較
的

詳
細
に
言
及
す
る
。『
北
遊
錄
』
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

初
學
者
ら
は
性
命
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
每
日
の
言
語

動
作
を
性
と
し
、
口
鼻
に
出
入
り
す
る
氣
を
命
と
し
て
い
る

が
、
そ
う
で
は
な
い
。
性
命
に
ど
う
し
て
二
つ
の
側
面
が
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
心
を
盡
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
父
母
未
生
歬

の
眞
性
を
理
解
で
き
れ
ば
、
天
の
賦
與
し
た
命
も
分
か
る
の

だ
。『
易
』
に
「
理
を
窮
め
性
を
盡
し
以
て
命
に
至
る
」
と

言
う
。

初
學
之
人
、
不
知
性
命
。
只
認
每
日
語
言
動
作
者
是
性
、
口

鼻
出
入
之
氣
爲
命
、
非
也
。
性
命
豈
爲
二
端
。
先
須
盡
心
。

認
得
父
母
未
生
歬
眞
性
、
則
識
天
之
所
賦
之
命
。『
易
』
曰

「
窮
理
盡
性
以
至
於
命
。」（
段
志
堅
編
『
淸
和
眞
人
北
遊
語
錄
』

『
衜
藏
』
第
三
三
册
、
一
五
七
頁
下
）

こ
の
段
は
初
學
者
の
誤
り
を
正
す
も
の
で
あ
る
。
初
學
者
は
性

命
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
ら
ず
、
每
日
の
言
語
動
作
を
性
、
ま
た

呼
氣
を
命（

（1
（

と
し
て
別
物
と
捉
え
て
い
る
が
、
尹
志
平
は
そ
の
よ
う

に
性
命
は
分
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
提
起
さ
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れ
る
の
が
心
の
修
鍊
で
あ
る
。
こ
こ
で
心
が
出
る
の
は
全
眞
敎
が

心
を
性
の
作
用
と
捉
え
て
い
る（

（1
（

た
め
で
あ
る
。
尹
志
平
は
「
父
母

未
生
歬
の
眞
性
（
本
來眞

性
）
を
悟
れ
ば
天
の
賦
與
し
た
命
を
知

る
」
と
し
て
、『
中
庸
』
の
「
天
命
謂
之
性
」
を
踏
ま
え
る
よ
う

な
表
現
を
見
せ
る
。

次
い
で
『
易
』
の
窮
理
盡
性
の
文
句
を
引
く
。
窮
理
盡
性
す
れ

ば
命
に
至
る
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
性
を
修
鍊
す
れ
ば
同
時
に
命

に
つ
い
て
も
解
決
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

こ
の
論
理
構
造
は
、
同
じ
く
『
北
遊
錄
』
に
見
え
る
次
の
議
論

を
見
る
こ
と
で
よ
り
朙
確
に
な
る
。

師
（
尹
志
平
）
が
遊
仙
觀
に
詣
で
た
際
、
觀
主
の
李
志
韶
が

『
悟
眞
篇
』
の
疑
問
點
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
。
師
は
（
そ

の
場
で
は
）
答
え
な
か
っ
た
。（
尹
志
平
は
）
夜
坐
の
際
に
、

集
ま
っ
た
修
行
者
ら
へ
言
っ
た
。
張
平
叔
（
伯
端
）
は
日
々

功
行
を
積
み
、
大
い
に
悟
り
、
そ
の
悟
り
を
朙
ら
か
に
示
し

た
。
で
あ
る
か
ら
そ
の
言
葉
は
極
め
て
奧
深
い
所
が
あ
る
の

だ
。
…
…
李
長
老
も
ま
た
眞
理
に
逹
し
て
衜
を
得
、
敎
え
の

言
葉
を
殘
し
た
が
、
そ
れ
は
張
伯
端
と
は
違
っ
て
い
る
。
人

は
李
老
は
命
の
術
を
言
わ
ず
、
伯
端
は
性
の
宗
を
言
わ
な
い

と
い
う
。
性
命
は
元
々
二
つ
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
理

屈
は
大
變
朙
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
言
葉
で
は
形
容
し
が
た
い

の
で
、
朙
逹
し
た
人
を
得
て
初
め
て
傳
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

師
謁
遊
仙
觀
、
觀
主
李
志
韶
拜
問
『
悟
眞
篇
』
所
疑
。
師
不

答
。
至
夜
坐
、
謂
衆
曰
。
張
平
叔
日
積
功
行
甚
大
、
感
悟
一

人
、
朙
指
有
所
開
悟
。
故
出
語
極
有
妙
處
。
…
…
李
長
老
同

是
遇
眞
得
衜
、
所
留
敎
言
、
甚
若
與
平
叔
不
同
。
人
謂
李
老

不
言
命
術
、
平
叔
不
言
性
宗
。
性
命
本
非
二
、
此
理
甚
朙
。

但
難
以
言
形
容
、
必
得
朙
逹
之
人
則
可
傳
。（『
衜
藏
』
第
三

三
册
、
一
五
七
頁
下
―
一
五
八
頁
上
）

金
末
以
降
の
全
眞
敎
で
は
こ
の
よ
う
に
修
行
者
ら
が
尹
志
平
に

質
問
を
す
る
ほ
ど
『
悟
眞
篇
』
が
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

尹
志
平
は
張
伯
端
に
つ
い
て
悟
り
を
得
た
人
物
で
あ
る
と
高
い
評

價
を
下
し
、
同
時
に
李
老
な
る
人
物
も
擧
げ
、
李
老
は
性
を
語
っ

て
命
を
語
ら
ず
、
ま
た
張
伯
端
は
命
を
語
っ
て
性
を
語
ら
な
か
っ

た
と
し
、
そ
の
理
由
を
性
命
が
二
つ
の
別
の
存
在
で
は
な
い
點
に
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求
め
る
。

こ
こ
で
の
尹
志
平
の
立
場
は
、
性
命
は
一
體
で
あ
る
か
ら
、
命

を
修
め
れ
ば
そ
れ
は
性
を
修
め
た
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
張
伯
端

は
も
は
や
性
に
つ
い
て
語
る
必
要
は
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
と
解

釋
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
歬
に
見
た
窮
理
盡
性
の
く
だ

り
は
、
性
の
發
動
體
で
あ
る
心
を
修
め
る
こ
と
に
よ
り
、
性
と
同

一
の
命
に
つ
い
て
も
修
羪
が
行
わ
れ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
解
釋

が
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
術
語
が
未
整
理
で
あ
っ
た
王
重
陽
や
七
眞

に
對
し
て
、
尹
志
平
は
「
性
命
は
二
物
で
は
な
い
」「
命
は
天
が

賦
與
す
る
」
と
い
っ
た
傳
統
的
な
性
命
觀
を
述
べ
て
お
り
、『
悟

眞
篇
』
に
つ
い
て
も
あ
え
て
性
命
を
對
立
さ
せ
る
讀
解
を
拒
絕
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

な
お
、
ほ
ぼ
同
時
代
、
或
い
は
數
年
ほ
ど
遲
れ
る
王
志
謹
は
先

述
し
た
通
り
、
命
單
體
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
な
く
、
性
命
と

言
っ
た
場
合
も
そ
れ
は
性
と
同
義
で
あ
り
、
命
に
深
い
意
味
を
設

定
し
な
い
。

三
、
姬
志
眞
の
命
說
と
當
時
の
思
想
潮
流

歬
節
で
は
初
期
の
全
眞
敎
の
術
語
が
未
整
理
で
あ
っ
た
こ
と
が

後
學
者
ら
の
語
義
解
釋
を
內
丹
衜
の
よ
う
に
性
と
命
を
分
け
て

別
々
に
把
握
す
る
方
向
へ
と
導
い
て
い
る
樣
子
を
一
瞥
し
た
。
こ

う
し
た
混
亂
狀
況
に
對
し
て
術
語
を
整
理
し
、
意
味
の
固
定
化
を

圖
っ
た
の
が
姬
志
眞
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
單
に
姬
志
眞
が

そ
う
し
た
敎
學
へ
の
情
熱
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

當
時
の
全
眞
敎
の
狀
況
も
影
响
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ａ
．
理
論
書
の
不
在

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
全
眞
敎
の
北
宗
の
理
論

書
は
現
在
殘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
散
佚
し
た
の
で
は

な
く
、
も
と
も
と
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

全
眞
敎
の
成
立
か
ら
お
よ
そ
百
年
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
期
の
姬
志

眞
は
敎
團
內
に
理
論
書
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
及
び
そ
れ
に
よ
る

弊
害
を
旣
に
指
摘
し
て
い
た
。

理
論
書
の
不
在
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
禪
を
模
倣
し
て
敎
外
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別
傳
、
不
立
文
字
が
意
識
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
、
姬
志
眞
以
歬

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
姬
志
眞
も
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五

所
收
「
評
心
評
一（

（1
（

」
を
中
心
に
全
眞
の
敎
え
を
以
心
傳
心
と
捉
え

て
お
り
、
ま
た
「
玄
敎
襲
朙
論
幷
序（

（2
（

」
で
は
王
重
陽
の
敎
え
を

「
不
言
之
敎
」
と
表
現
し
て
お
り
、
當
時
か
ら
有
力
な
文
獻
が
存

在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
次
に
示
す
通
り
、
姬

志
眞
は
そ
の
弊
害
と
し
て
「
正
統
性
」
と
「
誤
解
」
に
關
す
る
問

題
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。

一
點
目
の
「
正
統
性
」
に
關
す
る
問
題
意
識
は
『
知
常
先
生
雲

山
集
』
卷
五
所
收
「
玄
敎
襲
朙
論
幷
序
」
か
ら
見
出
せ
る
。
姬
志

眞
は
序
の
部
分（

（2
（

に
於
い
て
、
龍
漢
（
衜
敎
の
傳
說
上
の
元
號
）
に

衜
祖
（
太
上
老
君
）
が
出
現
し
て
以
降
、
そ
の
敎
え
が
連
綿
と
受

け
繼
が
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
十
三
世
紀
の
衜
士
ら
に

於
い
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
修
行
者
ら
の
疑
い
を
解
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
「
修
行
者
の
疑

い
」
と
い
う
の
は
や
は
り
「
正
統
性
」
の
問
題
に
關
連
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
王
重
陽
や
七
眞
人
を
直
接
知
ら
な
い
修
行
者
ら
が
多
數

を
占
め
、
更
に
祖
師
ら
の
殘
し
た
理
論
書
も
無
い
狀
況
で
、
修
行

者
ら
は
自
身
の
修
行
が
王
重
陽
へ
と
繫
が
る
正
統
性
を
有
し
て
い

る
の
か
疑
義
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。「
功
行
說
六（

（2
（

」
で
は

「
歷
代
宗
師
云
眞
功
眞
行
、
又
言
內
功
外
行
、
雖
聞
其
略
、
未
得

其
詳
、
以
致
學
者
久
而
疑
怠
」
と
、
修
行
者
ら
は
歷
代
高
衜
ら
が

述
べ
て
き
た
「
功
行
」
の
詳
細
が
分
か
ら
ず
に
疑
問
を
抱
い
て
や

る
氣
を
削
が
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
理
論
が
朙
文
化
さ
れ
な
い

こ
と
の
弊
害
を
直
接
的
に
示
し
て
い
る
。

二
點
目
の
「
誤
解
」
に
つ
い
て
は
、
歬
節
で
尹
志
平
が
修
行
者

ら
の
「
性
命
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
非
と
す
る
樣
子
を
見
た
が
、

『
知
常
先
生
雲
山
集
』
に
も
こ
の
種
の
指
摘
は
廣
く
見
え
る
。「
精

神
說
一（

（2
（

」
に
は
「
學
者
多
以
腎
中
之
藏
爲
精
、
此
醫
流
之
說
羪
形

之
士
、
非
衜
家
所
謂
專
精
存
神
也
」
と
あ
り
、
ま
た
「
氣
神
說

二（
（2
（

」
に
は
「
學
衜
者
多
以
鼻
息
之
氣
爲
用
、
是
所
見
褊
狹
也
。
夫

氣
者
、
渾
淪
元
氣
也
、
自
衜
而
運
」
と
あ
り
、「
精
」「
氣
」
な
ど

の
術
語
に
つ
い
て
、
敎
団
內
で
の
解
釋
が
不
統
一
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
解
釋
の
不
統
一
は
歬
述
の
通
り
黎
朙
期
の
全
眞
敎
が

整
理
や
理
論
化
を
し
な
い
ま
ま
多
義
的
に
術
語
を
使
用
し
た
こ
と
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に
よ
る
。
加
え
て
、
全
眞
敎
が
特
殊
な
性
命
の
定
義
を
す
る
內
丹

衜
を
基
礎
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
こ
と
が
事
態
を
よ
り
複
雜
に
し

て
い
る
。

ｂ
．
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
期
全
眞
敎
の
學
問
的
風
潮

一
二
五
〇
年
、
敎
主
の
李
志
常
は
燕
京
の
大
長
春
宮
に
「
玄

學
」
を
設
置
す
る
。
玄
學
に
つ
い
て
は
先
行
硏
究
と
し
て
張
廣
保

「
全
眞
玄
學與

重
玄
學
、
老
莊學

―
―
三
敎
融
合
視
域
中
的
全
眞

敎
」（
陳
鼓
應
主
編
『
衜
家
文
化
硏
究
』
三
二
、
中
華
書
局
、
二
〇
一

九
年
）
が
存
在
す
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
、
必
要
な
部
分
だ
け
記

述
す
る
。
玄
學
と
は
お
そ
ら
く
儒
敎
の
太
學
の
よ
う
な
全
眞
敎
の

衜
官
羪
成
機
關
で
あ
り
、
各
地
の
宮
觀
か
ら
衜
士
を
選
拔
し
て
敎

育
し
た
よ
う
で
あ
る
。

同
時
に
、
張
（
二
〇
一
九
）
は
金
元
代
の
全
眞
衜
士
や
周
邊
の

知
識
人
ら
が
全
眞
敎
に
つ
い
て
述
べ
た
碑
文
を
調
べ
上
げ
、
全
眞

敎
が
自
ら
を
老
莊
・
六
朝
玄
學
の
流
れ
に
位
置
附
け
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
筆
者
の
所
感
と
し
て
も
こ
の
傾
向
は
當
て
は
ま
っ
て
お

り（
（2
（

、
特
に
張
志
敬
の
掌
敎
期
は
同
時
代
人
に
「
師
掌
敎
大
暢
玄
旨
、

然
後
學
者
皆
知
講
論
經
典
、
涵
泳
義
理
、
爲
眞實

入
門（

（2
（

」
と
評
さ

れ
、
全
眞
敎
が
経
典
（
恐
ら
く
老
莊
な
ど
だ
ろ
う
）
の
敎
學
に
勵

ん
だ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
老
莊
・
敎
學
重
視
の
風
潮
は
先
述
し
た
「
正
統
性
」

の
問
題
と
も
關
連
す
る
だ
ろ
う
。
王
重
陽
や
七
眞
人
ら
が
「
不
言

之
敎
」
を
徹
底
し
た
た
め
金
末
以
降
の
全
眞
敎
は
王
重
陽
の
言
葉

な
ど
の
全
眞
敎
獨
自
の
「
正
典
」
に
正
統
性
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
視
點
で
見
て
み
る
と
、
あ
く
ま
で
一
つ

の
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
も
の
の
、
王
重
陽
傳
『
金
關
玉
鎻
訣
』
や

丘
處
機
傳
『
大
丹
直
指
』
と
い
っ
た
僞
書
の
問
題
も
解
釋
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
全
眞
敎
に
於
い
て
本
來
は
㝡
も
正
統

性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
「
正
典
」
た
る
王
重
陽
に
よ
る
理
論
書
が
存

在
し
な
い
と
い
う
問
題
に
對
し
、
全
眞
敎
の
指
導
者
層
は
無
い
も

の
は
無
い
と
し
て
代
わ
り
に
老
莊
に
「
正
典
」
の
役
割
を
求
め
た

が
、
一
方
で
機
根
の
優
れ
な
い（

（2
（

周
邊
の
修
行
者
ら
は
「
正
典
」
を

僞
作
す
る
方
向
に
動
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

姬
志
眞
は
こ
の
風
潮
を
體
現
し
た
衜
士
で
あ
る
。
姬
志
眞
の
傳

記
で
あ
る
「
知
常
眞
人
行
實（

（2
（

」
に
依
れ
ば
、
姬
志
眞
は
一
二
五
二
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年
か
ら
李
志
常
の
招
聘
に
應
じ
て
燕
京
大
長
春
宮
の
玄
學
で
講
師

を
務
め
て
お
り
、
ま
た
『
衜
德經總


章
』『
周
易
直
解
』『
南
華
解

義
』『
沖
虛
斷
章
』
と
い
う
三
玄
及
び
『
列
子
』
へ
の
註
釋
が
存

在
し
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
玄
學
に
於
け
る
參
考
書
と
し
て
用
い
ら

れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
歬
述
し
た
通
り
「
玄
敎
襲
朙
論
幷

序
」
な
ど
で
は
全
眞
の
敎
え
を
老
子
か
ら
受
け
繼
い
だ
も
の
と
し

て
語
っ
て
お
り
、
事
實
と
し
て
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
は
老
莊
文

獻
か
ら
の
引
用
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、『
知
常
先
生
雲
山
集
』
の
出
版
さ
れ
た
一
二
六
〇
年

と
い
う
時
期
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
に

於
け
る
第
三
回
衜
佛
論
爭
に
全
眞
敎
が
敗
北
し
苛
烈
な
裁
斷
を
受

け
た
直
後
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
姬
志
眞
が
敎
說
を
老
莊

に
よ
っ
て
整
理
し
た
こ
と
は
、
敎
團
の
內
外
に
敎
義
の
純
粹
さ
を

示
す
役
割
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
儒
家
系
知
識
人
ら
に
と
っ
て
老
莊

は
敎
羪
の
一
部
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
內
に

は
儒
敎
に
重
點
を
置
い
た
文
章（

（2
（

も
存
在
し
て
お
り
、
儒
家
知
識
人

ら
を
味
方
に
つ
け
る
狙
い
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

。
以
上
を
踏

ま
え
れ
ば
、
姬
志
眞
を
檢
討
す
る
必
要
性
は
よ
り
一
層
認
識
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
次
か
ら
は
實
際
に
姬
志
眞
の
「
性
命
」、
特
に
「
命
」

に
つ
い
て
具
體
的
に
見
て
行
く
。

ｃ
．
姬
志
眞
の
命
說
―
「
復
命
論
」

ま
ず
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
所
收
の
「
復
命
論（

（3
（

」
を
檢
討

す
る
。
譯
文
に
よ
っ
て
示
し
（
繁
雜
な
部
分
は
省
略
）、
原
文
は
註（

（3
（

に
回
し
た
。

衜
に
は
も
と
も
と
形
は
な
く
、
運
行
し
て
氣
が
生
ず
る
。
所

謂
「
衜
は
一
を
生
ず
」
で
あ
る
。
一
が
存
在
し
て
ま
だ
形
を

持
た
ず
、
形
を
持
た
な
い
も
の
に
區
分
が
で
き
、
こ
の
區
分

が
で
き
れ
ば
天
地
萬
物
は
す
べ
て
こ
こ
に
備
わ
る
。
皆
こ
こ

か
ら
形
を
受
け
取
っ
て
、
ぴ
た
り
と
附
い
て
隙
閒
も
な
い
、

こ
れ
を
命
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
形
が
賦
與
さ
れ
る
に
よ
り
、

自
他
の
區
別
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
形
體
に
神
が
有
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
規
則
の
あ
る
、
こ
れ
を
性
と
い
う
。
形
と
性
が
備

わ
る
と
、
人
爲
は
日
に
增
し
、
我
の
存
在
を
思
い
込
み
、
天

か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
命
に
背
こ
う
と

す
る
者
が
現
れ
、
知
惠
の
は
た
ら
き
が
多
い
こ
と
も
知
ら
ず
、



全
眞
敎
に
於
け
る
「
性
命
」
の
「
命
」

五
五

あ
れ
こ
れ
と
思
慮
を
巡
ら
し
て
樣
々
に
變
化
し
て
も
、
結
局

は
そ
の
制
約
か
ら
は
迯
れ
ら
れ
な
い
。
上
下
を
見
れ
ば
、
天

が
覆
い
を
生
じ
、
地
が
載
せ
る
も
の
を
形
作
り
、
日
⺼
星
辰

の
め
ぐ
り
、
…
…
は
一
時
も
止
ま
な
い
が
、
誰
が
そ
う
さ
せ

て
い
る
の
か
。
山
が
聳
え
立
っ
て
動
か
ず
、
…
…
皆
化
す
る

力
に
從
っ
て
そ
う
な
る
。
世
の
廢
れ
興
り
治
ま
り
亂
れ
、

…
…
皆
新
し
き
に
從
っ
て
も
と
に
は
戾
ら
な
い
。
天
地
の
大

き
さ
も
、
毛
先
の
小
さ
さ
も
、
命
に
違
っ
て
自
身
で
そ
う
な

る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
自
分
自
身
か
ら
見
れ
ば
、
精
神
の

出
入
り
、
…
…
貧
富
や
壽
命
…
…
に
至
る
ま
で
、
禍
を
避
け

福
を
眞
劍
に
求
め
て
も
、
し
か
し
免
れ
得
な
い
こ
と
か
ら
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
分
か
る
の
だ
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い

と
わ
か
っ
た
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
逆
ら
わ

な
い
だ
け
だ
。
無
理
し
て
な
ん
と
か
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

そ
れ
は
至
っ
て
い
な
い
の
だ
。
か
の
至
っ
た
者
は
そ
れ
に
立

ち
﨤
る
理
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
命
に
立
ち
﨤
る
場
所
を

朙
ら
か
に
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
動
が
靜
に
立
ち
﨤
り

…
…
、
目
で
目
を
見
、
耳
で
耳
を
聞
き
、
心
で
心
に
立
ち
﨤

る
こ
と
に
な
り
、
萬
物
が
大
本
に
歸
り
、
百
川
が
源
泉
に
歸

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
命
が
立
ち
﨤
る
の
は

こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
人
は
天
地
の
閒
に
あ
っ
て
は
、

た
だ
の
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
知
惠
を
附

け
、
…
…
命
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
、
ど
こ
に
迯

れ
よ
う
と
い
う
の
か
。
だ
か
ら
垩
人
の
敎
え
は
、
虛
を
極
め

靜
け
さ
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
大
本
に
歸
り
、
本
源
を
よ
り

し
ろ
に
し
、
そ
の
命
の
根
源
に
立
ち
﨤
ら
せ
、
そ
う
し
て
不

老
不
死
を
目
指
す
も
、
衜
半
ば
に
し
て
、
聾
盲
や
跛
蹇
に
よ

り
命
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
、
六
極
の
刑
罰
か

ら
免
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
虛
靜
に
據
っ
て
立
て
ば
、

外
物
と
自
分
に
よ
り
、
命
に
立
ち
﨤
る
余
地
が
あ
り
、
疑
い

は
な
く
な
る
。
よ
っ
て
、
行
い
は
こ
こ
に
止
ま
り
、
噄
緊
の

際
も
こ
れ
を
違
え
ず
、
流
離
の
時
も
こ
れ
を
違
え
ず
、
性
命

の
理
は
あ
ち
ら
に
は
な
く
、
こ
ち
ら
に
あ
る
の
だ
。
そ
の
始

め
を
訪
ね
れ
ば
、
事
よ
り
理
を
極
め
、
理
よ
り
性
を
盡
し
、

性
を
盡
し
て
天
を
知
り
、
天
を
知
れ
ば
命
に
至
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
理
を
極
め
る
に
は
知
を
用
い
、
性
を
全
う
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す
る
に
は
意
が
有
る
、
知
も
意
も
あ
る
た
め
、
た
だ
「
至

る
」
と
だ
け
言
う
の
だ
。
言
葉
や
意
味
か
ら
拔
け
出
れ
ば
、

こ
れ
に
立
ち
﨤
る
。
立
ち
﨤
れ
ば
常
た
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
が
所
謂
「
太
古
よ
り
ず
っ
と
存
續
す
る
も
の
」
で
あ
る
。

命
を
復
す
理
は
、
こ
こ
に
至
る
の
み
で
あ
る
。

復
命
と
い
う
語
は
『
老
子
』
十
六
に
出
る
語
で
あ
り
、
ま
た

『
老
子
』
で
唯
一
の
命
に
言
及
す
る
箇
所
で
あ
る
（
な
お
『
老
子
』

に
て
性
は
言
及
さ
れ
な
い
）。「
復
命
」
の
「
命
」
は
傳
統
的
な
『
老

子
』
註
釋
に
於
い
て
性
命
と
し
て
解
釋
さ
れ
て
き
た
語
で
あ
り（

（3
（

、

「
復
命
論
」
と
い
う
題
は
命
は
性
命
を
指
す
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
だ
ろ
う
。

姬
志
眞
は
ま
ず
命
を
萬
物
が
生
じ
る
歬
の
渾
沌
と
し
た
、
し
か

し
萬
物
へ
向
か
う
方
向
性
を
內
包
し
た
「
一
氣
」
の
狀
態
で
あ
り
、

ま
た
萬
物
を
具
體
的
な
形
に
し
て
生
成
す
る
は
た
ら
き
で
も
あ
る

と
定
義
す
る
。
ま
た
「
そ
の
形
が
賦
與
さ
れ
る
に
よ
り
、
自
他
の

區
別
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
形
體
に
神
が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
規

則
の
あ
る
、
こ
れ
を
性
と
い
う
。」
と
し
て
、『
莊
子
』
天
地
篇
を

引
き
つ
つ（

（3
（

、
命
の
作
用
に
よ
り
形
而
下
に
於
い
て
具
體
的
な
肉
體
、

そ
し
て
衜
の
變
化
理
念
で
あ
る
神（

（3
（

を
受
け
取
っ
た
個
々
の
存
在
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
本
來
的
な
在
り
方
を
性
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

命
は
形
而
下
の
衜
た
る
「
一
氣
」
で
あ
り
、
萬
物
へ
と
分
化
す
る

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
變
化
を
も
た
ら
す
力
で
あ
る
「
神
」
は
受

け
取
っ
た
先
の
形
體
の
中
で
は
性
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、「
神
」
と
い
う
術
語
を
挾
み
つ
つ
も
、
性
と
命
を
視
點
の
違

い
で
解
釋
す
る
傳
統
的
な
整
理
で
あ
る
と
言
え
る
。

後
段
で
は
「
性
命
の
理
は
あ
ち
ら
で
は
な
く
こ
ち
ら
に
在
る
の

だ
。」
と
述
べ
、
外
物
で
は
な
く
自
身
の
內
省
か
ら
性
命
を
修
め

る
よ
う
に
說
く
。
そ
の
性
命
の
修
め
方
と
し
て
は
、「
事
に
よ
っ

て
理
を
窮
め
、
理
に
よ
っ
て
性
を
盡
し
、
性
を
盡
し
て
天
を
知
り
、

天
を
知
れ
ば
命
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
『
易
』
の
窮
理
盡

性
を
援
用
し
て
說
く
。
修
羪
を
窮
理
盡
性
の
語
で
表
す
の
は
全
眞

敎
で
は
旣
に
『
北
遊
錄
』
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
姬
志
眞

は
「
し
か
し
窮
理
に
は
知
を
用
い
、
盡
性
に
は
意
を
用
い
る
か
ら
、

（
命
に
）「
至
る
」
と
だ
け
言
う
の
で
あ
る
。
言
語
・
意
識
と
い
っ

た
次
元
を
拔
け
出
せ
ば
、
命
に
『
復
歸
す
る
』
こ
と
が
で
き
る
。」

と
し
て
、
こ
の
窮
理
盡
性
に
は
「
意
知
」
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
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放
棄
し
て
意
識
・
言
語
の
次
元
か
ら
の
脫
却
し
な
け
れ
ば
命
へ
の

復
歸
が
逹
成
さ
れ
な
い
と
說
く（

（3
（

。

ｄ
．
姬
志
眞
の
命
說
―
「
性
命
說
三
」

次
に
「
性
命
說
三（

（3
（

」
を
檢
討
す
る
。
全
文
を
邦
譯
で
示
し
、
原

文
は
註（

（3
（

に
示
し
た
。

そ
も
そ
も
性
と
は
、
淸
ら
か
で
靜
か
で
微
妙
で
朙
ら
か
な
も

の
で
あ
り
、
本
然
の
眞
性
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
本
分

事
」
と
も
、「
向
上
機
」
と
も
、「
大
本
大
宗
」
と
も
言
い
、

習
性
や
種
性
の
こ
と
で
は
な
い
。
肉
體
に
於
い
て
は
、
目
に

あ
れ
ば
應
じ
て
見
て
、
耳
に
あ
れ
ば
應
じ
て
聞
き
、
鼻
に
あ

れ
ば
應
じ
て
嗅
ぎ
、
口
に
あ
れ
ば
應
じ
て
言
い
、
心
に
あ
れ

ば
應
じ
て
思
い
、
手
が
拈
み
足
が
行
く
、
こ
れ
ら
用
き
は

異
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
同
一
の
眞
性
で
あ
る
。
性
は
水
の

よ
う
で
あ
り
、
心
は
水
の
動
き
で
あ
る
。
情
は
波
、
命
は
水

を
流
れ
さ
せ
た
り
止
め
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
命

は
衜
に
よ
っ
て
い
て
形
體
の
中
に
受
け
取
ら
れ
る
と
性
と
な

る
。
性
の
根
本
は
命
で
あ
る
。
衜
と
隙
閒
な
く
く
っ
つ
い
て

お
り
、
ど
う
し
て
た
だ
氣
だ
け
を
命
と
言
お
う
か
。
君
命
や

父
命
の
よ
う
に
、
た
だ
現
在
そ
う
さ
せ
る
が
、
未
來
に
ど
の

よ
う
な
命
が
下
る
か
は
わ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
「
ど
う
し
て

そ
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
そ
う
で
あ
る
の
が
、
命
で
あ

る
。」
と
言
う
の
だ
。
性
の
根
本
へ
と
復
歸
し
、
不
知
の
處

へ
入
る
こ
と
を
復
命
と
言
う
。（
命
は
）
不
可
知
で
は
あ
る
も
、

し
か
し
な
が
ら
私
の
日
用
、
動
靜
、
存
兦
、
消
長
、
升
沉
、

進
退
、
得
失
な
ど
は
皆
な
命
に
從
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
命
に
從
わ
な
い
で
妄
り
な
こ
と
を
す
る
者
は
、
そ
の
願

い
が
果
た
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
災
い
が
及
ぶ
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
性
・
命
と
い
っ
た
術
語
に
對
し
て
定
義
附
け
が
行
わ

れ
て
い
る
。
記
述
量
か
ら
し
て
、
姬
志
眞
は
性
よ
り
も
命
に
つ
い

て
よ
り
解
說
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

性
に
つ
い
て
は
、「
本
然
の
眞
性
」
で
あ
っ
て
習
性
や
種
性
で

は
な
い
と
し
、
そ
れ
を
「
本
分
事
」「
向
上
機
」「
大
本
大
宗（

（3
（

」
な

ど
と
言
い
換
え
、
本
來
性
と
定
義
す
る
。
ま
た
『
關
尹
子
』
五
鑑

に
基
づ
い
て
水
の
喩
え
を
用
い
、
性
を
水
本
體
と
し
て
、
命
を
水

の
在
り
方
を
規
定
す
る
存
在
と
し
て
表
す
。
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五
八

命
に
つ
い
て
は
、「
命
は
衜
か
ら
受
け
と
り
形
體
の
中
で
は
性

と
な
り
、
性
の
根
本
は
命
で
あ
る
。」
と
、
性
の
根
本
は
命
で
あ

る
と
朙
確
に
述
べ
る
。
す
で
に
尹
志
平
も
性
命
は
一
體
で
あ
る
と

述
べ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
つ
い
に
具
體
的
な
形
で
表
現
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
形
式
と
し
て
は
傳
統
的
な
『
中
庸
』
の
「
天
命
謂
之

性
」
に
代
表
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
。

姬
志
眞
は
續
け
て
命
を
「
衜
と
隙
閒
な
く
く
っ
つ
い
て
い
る
。」

と
『
莊
子
』
天
地
篇
を
引
い
て
說
朙
し
、
命
は
衜
と
極
め
て
密
接

な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
ど
う
し
て
氣
だ
け
が
命
で
あ
ろ

う
か
。」
と
續
け
て
「
氣
」
の
み
を
命
と
捉
え
る
見
解
を
否
定
し

て
い
る
。
姬
志
眞
は
「
復
命
論
」
で
命
を
「
一
」「
氣
」
と
表
現

し
て
い
た
よ
う
に
、
一
面
で
は
命
は
氣
つ
ま
り
萬
物
萬
象
を
構
成

す
る
存
在
的
根
據
で
あ
り
、
形
而
下
の
存
在
（『
老
子
』
に
言
う

「
衜
生
一
」
の
「
一
」、
す
な
わ
ち
「
一
氣
」）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
衜
と
接
續
す
る
命
に
は
ま
た
別
の
役
割
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
す
る
。

續
い
て
、
命
は
君
主
や
父
の
命
令
の
よ
う
に
「
ど
う
し
て
そ
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
の
が
、
命
だ
。」
と
『
莊

子
』
逹
生
篇
を
引
き
な
が
ら
說
朙
す
る
。
ま
た
㝡
後
に
は
あ
ら
ゆ

る
變
化
や
差
異
は
こ
の
命
に
據
っ
て
お
り
、
こ
の
命
に
從
わ
な
い

と
災
い
が
及
ぶ
と
も
述
べ
る
。
姬
志
眞
は
い
わ
ゆ
る
一
氣
や
元
氣

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
萬
物
を
生
成
す
る
根
源
た
る
氣
の
み
が
命
な

の
で
は
な
く
、「
天
命
」「
運
命
」
と
言
っ
た
傳
統
的
・
儒
家
的
な

意
味
を
も
含
ん
だ
語
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
說
朙

は
、
ほ
ぼ
命
を
衜
と
等
値
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

ｅ
．
姬
志
眞
の
命
說
―
總
括

「
復
命
論
」「
性
命
說
三
」
を
倂
せ
て
考
え
れ
ば
、
姬
志
眞
は
性

命
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
と
言
え
る
。

ま
ず
性
命
は
存
在
の
本
來
性
を
指
す
。
特
に
命
は
存
在
を
外
部

か
ら
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
性
は
內
部
か
ら
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
命
は
天
（
≒衜
）
に
在
り
、
そ
の
變
化
さ
せ
る
力
、
つ
ま

り
「
神
」
が
個
々
の
形
體
に
受
け
取
ら
れ
る
と
性
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
命
と
性
は
「
理
一
分
殊
」
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
と
言
え

る
。
こ
の
時
、「
神
」
は
命
が
「
氣
」
と
し
て
萬
物
萬
象
を
形
づ

く
る
作
用
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
性
命
說
三
」
の
後
半
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五
九

部
分
は
命
の
も
つ
「
外
部
か
ら
規
定
す
る
」
と
い
う
特
徵
は
そ
う

し
た
物
質
的
な
狀
態
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
命
、
宿
命
と
い
っ
た
要

素
も
包
含
し
た
廣
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
整
理
は
南
宋
の
陳
淳
（
一
一
五
九
―
一
二
二
三
）
に

よ
る
『
北
溪
字
義
』
の
說
朙
に
も
類
似
す
る
。『
北
溪
字
義
』
は

朱
子
學
の
用
語
集
で
あ
る
が
、
冐
頭
に
「
命
」
を
置
き
、
そ
の
意

味
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
解
說
し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
、
命
は

性
を
附
與
す
る
は
た
ら
き
を
持
ち
、
ま
た
壽
命
や
榮
逹
な
ど
の
外

的
な
運
命
、
そ
し
て
賢
愚
不
肖
と
い
っ
た
內
的
な
運
命
の
要
素
を

も
有
し
て
い
る
と
整
理
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
姬
志
眞

の
命
に
つ
い
て
の
整
理
は
宋
代
に
於
け
る
儒
家
を
含
ん
だ
傳
統
的

な
性
命
理
解
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
無
論
、
こ
こ
で
卽
座
に
姬
志
眞
と
衜
學
、
朱
子
學
の
關
係

を
云
々
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
期
は
朝
廷
で
衜

學
系
官
僚
が
活
躍
し
た
時
期
で
も
あ
り
、
全
眞
敎
と
衜
學
の
關
係

は
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
修
羪
論
と
し
て
尹
志
平
同
樣
に
窮
理
盡
性
を
言
う
が
、

性
を
盡
し
て
命
に
至
っ
た
段
階
よ
り
も
う
一
段
階
上
の
「
復
命
」

を
想
定
し
、
盡
性
に
用
い
た
意
知
を
捨
て
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
れ
は
有
爲
法
よ
り
も
無
爲
法
を
尊
重
す
る（

（4
（

全
眞
敎
の
側
面
か
ら

解
釋
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
姬
志
眞
の
老
莊
家
と
し
て

の
問
題
意
識
と
も
連
動
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

姬
志
眞
は
老
莊
に
よ
っ
て
敎
え
を
說
く
が
、
特
に
『
莊
子
』
內

篇
の
萬
物
齊
同
は
そ
の
理
論
的
基
礎
を
擔
っ
て
お
り
、『
知
常
先

生
雲
山
集
』
內
で
も
し
き
り
に
萬
物
の
一
體
を
說
く（

（4
（

。
更
に
「
物

我
評
五（

（4
（

」
と
い
う
萬
物
齊
同
に
つ
い
て
の
專
論
も
存
在
す
る
な
ど
、

そ
の
思
想
は
强
固
な
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
姬
志
眞
は
修
行
の

實
踐
に
際
し
て
は
外
物
に
よ
っ
て
心
を
亂
さ
れ
な
い
こ
と
を
重
要

視
す
る（

（4
（

。
こ
う
し
た
態
度
は
『
莊
子
』
の
外
・
雜
篇
に
も
見
え
る

が
、
外
物
を
拒
絕
す
る
態
度
は
自
他
の
境
界
を
徹
底
的
に
意
識
す

る
た
め
、
萬
物
齊
同
に
反
す
る（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
矛
盾
し
た
關
係
を

調
停
す
る
た
め
、
自
他
を
峻
別
す
る
修
羪
を
歬
段
階
と
し
、
㝡
終

的
に
は
意
知
（
自
他
を
區
別
す
る
意
識
）
を
放
棄
し
て
「
命
に
復

す
」
こ
と
で
萬
物
の
一
體
を
得
る
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
實
際
、

「
知
常
論
」（「
知
常
」
は
『
老
子
』
十
六
に
て
「
復
命
」
の
後
に
出
る

語
で
あ
る
）
で
は
「
惟
虛
極
靜
篤
、
復
命
4

4

歸
根
者
知
之
。
知
此
則
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六
〇

知
天
地
物
我
混
成
一
體
。
一
體
之
閒
、
豈
有
他
哉
」
と
述
べ
て
お

り
、
復
命
に
よ
っ
て
萬
物
の
一
體
を
得
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
は
姬
志
眞
が
修
行
の
實
踐
論
を
說
く
と
共
に
、

『
莊
子
』
內
篇
と
外
・
雜
篇
の
閒
の
矛
盾
を
調
停
す
る
註
釋
家
と

し
て
の
一
面
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
姬
志
眞
の
「
性
命（

（4
（

」
と
い
う
長
短
句
に

あ
る
「
性
了
易
、
命
尤
難
」
と
い
う
句
も
、
性
の
了
悟
と
い
う
個

人
の
修
羪
は
逹
せ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
意
知
を
捨
て
命
（
≒衜
）

へ
と
復
歸
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
意
味
で
考
え
ら
れ
る
。

姬
志
眞
は
性
命
の
一
體
と
い
う
尹
志
平
の
方
針
を
受
け
繼
い
だ

が
、
し
か
し
完
全
に
同
一
と
も
せ
ず
、
命
に
衜
に
等
し
い
極
め
て

大
き
な
意
味
を
與
え
た
。
思
う
に
、
こ
れ
は
修
性
と
い
う
個
人
的

か
つ
小
さ
な
修
羪
が
單
に
性
の
言
い
換
え
で
あ
る
「
命
」
に
繫
が

る
の
で
は
な
く
、
衜
と
い
う
根
源
的
な
存
在
へ
と
繫
が
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

姬
志
眞
の
「
命
」
は
先
行
す
る
全
眞
衜
士
と
比
べ
る
と
あ
る
種

獨
特
な
意
味
を
持
つ
も
の
の
、
そ
の
基
礎
は
傳
統
的
な
語
義
の
範

疇
を
逸
脫
し
な
い
。
し
か
し
、
森
（
一
九
七
二
）
の
通
り
漢
代
以

降
の
性
命
說
の
展
開
に
『
莊
子
』
外
・
雜
篇
及
び
以
降
の
衜
家
文

獻
が
寄
與
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
姬
志
眞
の
整
理
は
單
に
傳

統
的
（
儒
家
的
）
な
語
義
に
戾
っ
た
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
老
莊
を

重
視
す
る
十
三
世
紀
全
眞
敎
に
於
い
て
、
敎
え
の
核
心
で
あ
る
性

命
と
い
う
語
、
そ
し
て
全
眞
敎
そ
の
も
の
を
老
莊
註
釋
の
傳
統
に

位
置
附
け
る
意
義
が
あ
っ
た
と
總
括
で
き
る
。
同
時
に
全
眞
敎
は

內
丹
衜
か
ら
派
生
し
た
一
派
で
あ
っ
た
も
の
の
、
用
語
を
差
別
化

し
、
內
丹
と
あ
る
種
の
決
別
を
果
た
し
た
と
い
う
點
も
指
摘
で
き

る
だ
ろ
う
。

以
上
、
本
稿
は
「
性
命
雙
修
」
等
の
內
丹
風
の
性
命
理
解
を
金

元
代
全
眞
敎
に
當
て
は
め
る
こ
と
に
幾
分
か
疑
義
を
呈
す
る
こ
と

が
で
き
た
だ
ろ
う
。
附
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
全
眞
敎
が
從來

の

內
丹
か
ら
拔
け
出
た
と
言
っ
た
類
の
言
說
は
思
想
硏
究
の
當
初
か

ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
示
し
た
內
容
は
敎
學
理
念

上
の
も
の
で
あ
り
、
實
際
の
現
場
に
於
い
て
內
丹
を
放
棄
し
た
と

は
卽
座
に
結
論
し
な
い
。
現
實
に
金
元
代
の
全
眞
敎
は
繼續

的
に
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六
一

內
丹
風
の
詩
詞
を
詠
み
、
呂
洞
賓
を
崇
敬
し
て
い
る
。

姬
志
眞
以
降
、
北
宗
の
衜
士
の
文
獻
は
詩
集
で
あ
る
祁
志
誠

『
西
雲
集
』
が
殘
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
從來

の
王
重
陽
や

七
眞
な
ど
と
同
樣
、
命
單
體
で
語
ら
ず
、「
性
命
」
と
一
括
り
に

す
る
か
、
性
・
命
の
互
文
の
形
で
言
及
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
祁
志

誠
以
降
は
南
宗
の
金
丹
衜
の
影
响
が
强
ま
る
が
、
元
代
中
期
の
牛

衜
淳
、
元
末
朙
初
の
何
衜
全
の
二
者
は
性
命
が
同
一
で
あ
る
こ
と

を
歬
提
に
立
論
し
て
お
り
、
北
宗
の
遺
風
を
傳
え
る
。
し
か
し
何

衜
全
以
降
は
史
料
狀
況
が
芳
し
く
な
く
見
通
し
は
立
た
な
い
。
祁

志
誠
・
牛
衜
淳
・
何
衜
全
の
三
者
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
考
を
發

表
し
、
詳
細
に
言
及
し
た
い
。

註（
1
）　

全
眞
敎
を
「
性
命
雙
修
」
の
派
生
槪
念
で
あ
る
「
先
性
後
命
」

で
捉
え
る
の
は
、
朙
初
の
宋
濂
「
送
許
從
善
學
衜
還
閩
南
序
」

（『
宋
學
士
文
集
』
卷
九
、
一
二
八
二
頁
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二

〇
一
四
年
）
の
「
北
則
咸
陽
王
中
孚
。
其
學
先
性
而
後
命
」
と
い

う
記
述
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）　

中
國
語
圈
の
全
眞
敎
硏
究
は
陳
敎
友
『
長
春
衜
敎
源
流
』
以

來
一
五
〇
年
に
近
い
歷
史
が
あ
り
、
特
に
金
代
全
眞
敎
の
思
想
硏

究
と
し
て
現
代
的
な
畫
期
と
な
る
の
は
先
述
し
た
張
廣
保
『
金
元

全
眞
衜
內
丹
心
性
學
』
で
あ
る
。
近
年
で
は
丁
原
朙
・
白
如
祥
・

李
延
倉
『
早
期
全
眞
衜
敎
哲
學
思
想
論
綱
』（
齊
魯
書
社
、
二
〇

一
一
年
）
及
び
李
延
倉
『
早
期
全
眞
衜
敎
思
想
探
源
』（
齊
魯
書

社
、
二
〇
一
四
年
）、
張
廣
保
主
編
『
全
眞學

案
』（
齊
魯
書
社
、

二
〇
一
〇
―
二
〇
一
八
年
）
シ
リ
ー
ズ
も
知
ら
れ
て
い
る
。
雜
誌

論
文
で
も
『
全
眞
衜
硏
究
』
に
加
え
、
大
手
の
宗
敎
系
論
文
誌
の

『
衜
家
文
化
硏
究
』『
中
國
衜
敎
』『
世
界
宗
敎
硏
究
』
な
ど
に
陸

續
と
論
考
が
發
表
さ
れ
て
い
る
。
本
邦
の
金
代
全
眞
敎
の
思
想
硏

究
は
窪
德
忠
『
中
國
の
宗
敎
改
革
―
―
全
眞
敎
の
成
立
』（
法
藏

館
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
っ
て
先
鞭
が
附
け
ら
れ
、
蜂
屋
邦
夫

『
金
代
衜
敎
の
硏
究
―
―
王
重
陽
と
馬
丹
陽
―
―
』（
汲
古
書
院
、

一
九
九
二
年
）
及
び
『
金
元
時
代
の
衜
敎
―
―
七
眞硏

究
―
―
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
近
年
で

は
松
下
衜
信
『
宋
金
元
衜
敎
內
丹
思
想
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
九
年
）
が
丘
處
機
や
尹
志
平
に
言
及
し
、
他
に
山
田
俊
『
金

朝
衜
家
衜
敎
の
諸
相
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
第
七
章

「
劉
處
元
思
想
再
考
」
や
日
比
野
晉
也
氏
の
愽
論
に
ま
と
め
ら
れ

た
諸
硏
究
が
存
在
す
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
期
に
つ
い
て
は
三

浦
秀
一
『
中
國
心
學
の
稜
線
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
第

二
章
「
金
元
の
際
の
全
眞
敎
」
が
存
在
す
る
。

（
3
）　

例
え
ば
李
（
二
〇
一
四
）
は
第
二
一
〇
頁
に
て
「
學
界
有
人
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主
張
『
大
丹
直
指
』
非
丘
處
機
作
品
、
不
從
。」
と
記
す
。

（
4
）　

書
誌
情
報
な
ど
は
拙
稿
「
全
眞
衜
士
姬
志
眞
著
『
知
常
先
生

雲
山
集
』
に
つ
い
て
」（『
東
方
宗
敎
』
一
四
一
、
日
本
衜
敎
學
會
、

七
三
―
八
六
頁
、
二
〇
二
三
年
）
參
照
。

（
5
）　

山
田
俊
『
宋
代
衜
家
思
想
史
硏
究
』、
一
九
六
頁
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
二
年

（
6
）　

南
宋
の
翁
葆
光
は
『
悟
眞
篇
』
に
「
强
而
分
之
曰
性
、
曰
命
。

二
混
而
一
之
、
未
始
有
以
異
也
」（『
衜
藏
』
第
二
册
、
三
二
〇
頁

中
、
文
物
出
版
社
・
上
海
書
店
・
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八

年
）
と
註
す
る
な
ど
、『
悟
眞
篇
』
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
於
い
て
も

性
命
の
不
可
分
を
說
く
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

松
下
（
二
〇
一
九
）
九
九
頁
及
び
一
四
三
頁
の
指
摘
の
通
り
、
有

爲
・
有
形
の
命
か
ら
無
爲
・
無
形
の
性
へ
と
進
む
た
め
に
兩
者
は

同
じ
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
り
、『
中
庸
』
の
形
式
は
取
ら
な

い
。
ま
た
翁
葆
光
は
總
合
的
に
見
れ
ば
性
と
命
を
峻
別
す
る
論
調

が
强
い
こ
と
は
註
意
さ
れ
た
い
。

（
7
）　
『
衜
藏
』
第
二
册
、
九
五
五
頁
上

（
8
）　
『
中
和
集
』
に
は
「
性
命
雙
全
形
神
俱
妙
」
句
は
出
る
が
、

「
性
命
雙
修
」
は
出
な
い
。

（
9
）　

陳
致
虛
は
『
上
陽
子
金
丹
大
要
』『
紫
陽
眞
人
悟
眞
篇
三
註
』

『
度
人
經
註
解
』『
周
易
參
同
契
分
章
註
』
で
複
數
回
に
わ
た
り
用

い
る
。
王
衜
淵
も
『
還
眞
集
』『
黃
帝
陰
符
經
夾
頌
解
註
』『
太
上

老
君
說
常
淸
靜
妙
經
纂
圖
解
註
』
で
頻
繁
に
こ
の
句
を
用
い
る
。

こ
う
し
た
表
現
は
北
宗
の
文
獻
に
は
見
え
な
い
。

（
10
）　

本
來
は
王
重
陽
や
七
眞
人
を
一
括
し
、
そ
の
差
異
を
輕
ん
じ

る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
に
王
重
陽
・
七

眞
の
思
想
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
後
代
の
混
亂
を
招
い
た
と
見
る

た
め
、
あ
え
て
一
括
し
て
論
ず
る
。

（
11
）　

蜂
屋
（
一
九
九
二
）、
一
九
一
頁

（
12
）　

①
『
重
陽
全
眞
集
』
の
「
見
性
不
用
命
」
②
『
洞
玄
金
玉
集
』

の
「
命
中
羪
性
」
③
王
重
陽
・
馬
丹
陽
の
詩
詞
に
見
え
る
「
命
燈

／
性
燭
」
等
の
表
現
④
『
洞
玄
金
玉
集
』
の
「
命
乃
氣
之
名
、
性

乃
神
之
字
。
氣
是
神
之
母
、
神
是
氣
之
子
」
⑤
『
太
古
集
』
の

「
性
端
命
輔
」
⑥
「
郝
太
古
眞
人
語
」
の
「
旣
不
見
性
、
豈
能
羪

命
」
及
び
「
以
見
性
爲
體
、
以
羪
命
爲
用
」

（
13
）　

歬
揭
註
12
①
②
④
⑥
な
ど

（
14
）　
『
靈
寶
畢
法
』
や
『
入
藥
鏡
』
に
見
え
る
「
後
天
の
氣
」
等
を

踏
ま
え
る
の
だ
ろ
う
。

（
15
）　

蜂
屋
（
一
九
九
二
）
は
『
重
陽
全
眞
集
』
中
の
「
身
是
香
爐
、

心
同
香
子
、
香
煙
一
性
分
朙
是
」
に
着
目
し
、
王
重
陽
に
於
い
て

「
性
は
心
を
場
と
し
て
發
現
す
る
も
の
」
と
の
認
識
を
示
す
。

（
16
）　

窮
理
・
盡
性
・
至
命
の
三
つ
に
段
階
を
想
定
す
る
か
否
か
は

論
者
に
よ
る
。

（
17
）　

尹
志
平
は
『
悟
真
篇
』
の
說
く
命
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は

朙
言
し
な
い
。
こ
こ
は
『
悟
眞
篇
』
か
ら
修
行
者
を
遠
ざ
け
る
方

便
の
雰
圍氣

を
感
じ
る
。
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（
18
）　

例
え
ば
王
志
謹
は
『
盤
山
語
錄
』
で
「
況
今
師
眞
密
旨
、
所

謂
敎
外
别
傳
」（『
衜
藏
』
二
三
册
、
七
二
九
頁
上
）
と
、
師
ら
の

敎
え
を
敎
外
別
傳
と
評
す
。

（
19
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
（
全
三
册
）（
中
華
再
造
善
本
）』
第
五
册
、

第
四
四
葉
表
―
四
六
葉
表
、
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

（
20
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
第
五
册
、
第
一
葉
表
―
一
九
葉
表

（
21
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
第
五
册
、
第
一
葉
表
―
二
葉
表

（
22
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
第
五
册
、
第
四
〇
葉
裏
―
四
一
葉
裏

（
23
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
第
五
册
、
第
三
七
葉

（
24
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
第
五
册
、
第
三
七
葉
裏
―
三
八
葉
裏

（
25
）　

例
え
ば
劉
致
「
追
表
孫
氏
世
系
官
爵
墓
碑
銘
」（
周
大
儒
修

『
虞
鄕
縣
志
』
卷
十
一
、
第
三
八
︱
四
一
葉
）
は
全
眞
衜
士
の
孫

履
衜
を
「
蓋
公
雖
爲
老
子
言
、
而
洞
佛
言
、
尤
邃
儒
言
而
孔
大
」

と
三
敎
一
致
の
觀點

か
ら
稱
贊
し
、
全
眞
敎
を
「
老
子
の
言
葉
を

爲
す
」
も
の
と
評
し
て
い
る
。

（
26
）　

王
磐
「
玄
門
掌
敎
宗
師
誠
朙
眞
人
衜
行
碑
銘
」、
李
衜
謙
編

『
甘
水
仙
源
錄
』
卷
五
、『
衜
藏
』
第
一
九
册
、
第
七
五
八
頁
中
―

七
五
九
頁
中

（
27
）　
「
機
根
」
は
松
下
（
二
〇
一
九
）
第
二
篇
第
二
章
に
て
、『
大

丹
直
指
』
及
び
『
金
關
玉
鎻
訣
』
の
僞
作
を
機
根
に
關
連
さ
せ
て

解
釋
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
當
時
の
全
眞
敎
は
上
機
根
向
け
の

頓
悟
を
說
く
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
、
機
根
の
優
れ
な

い
修
行
者
ら
が
具
體
的
な
敎
說
を
說
く
樣
式
に
接
近
し
た
と
す
る

說
で
あ
る
。

（
28
）　

姬
志
眞
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
五
三
葉
表
―
五
四

葉
表

（
29
）　
「
邪
正
評
二
」『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
四
六
葉
表
―

四
七
葉
表

（
30
）　

あ
る
い
は
、
三
浦
（
二
〇
〇
三
）
は
『
知
常
先
生
雲
山
集
』

の
撰
述
意
圖
に
つ
い
て
、
知
識
人
の
內
丹
趣
味
に
關
連
し
て
解
釋

す
る
（
一
三
四
―
一
三
五
頁
）。
姬
志
眞
の
撰
述
意
圖
は
複
合
的

な
も
の
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
31
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
二
一
葉
裏
―
二
三
葉
表

（
32
）　

衜
本
無
形
、
運
而
有
氣
、
所
謂
衜
生
一
也
。
有
一
而
未
形
、

未
形
者
有
分
、
有
分
則
天
地
萬
物
具
備
於
此
。
皆
自
是
而
稟
受
其

形
、
且
然
無
閒
、
謂
之
命
。
而
隨
賦
其
形
、
物
我
自
此
分
矣
。
形

體
保
神
、
各
有
儀
則
、
謂
之
性
。
形
性
旣
具
、
人
僞
日
增
、
認
以

爲
我
、
忘
其
所
受
於
天
、
將
不
從
其
命
者
有
之
、
殊
不
知
運
智
多

方
、
狂
慮
萬變

、
終
莫
能
出
其
制
圍
矣
。
然
仰
觀
俯
察
、
天
之
生

覆
、
地
之
形
載
、
日
⺼
星
辰
之
運
、
…
…
無
時
而
或
已
、
孰
使
之

然
哉
。
山
之
峙
而
不
動
、
…
…
皆
隨
化
而
靡
。
及
世
之
廢
興
治
亂
、

…
…
皆
從
新
而
不
故
。
雖
天
地
之
大
、
毫
末
之
微
、
未
有
違
命
而

能
自
作
者
也
。
自
我
觀
之
、
精
神
之
出
入
、
…
…
以
至
窮
通
壽
夭
、

…
…
雖
避
就
嚴
謹
、
而
有
所
不
免
者
、
乃
知
其
不
可
奈
何
也
。
知

其
不
可
奈
何
、
則
安
以
俟
之
、
莫
逆
而
已
。
若
勉
而
爲
之
、
非
至

者
也
。
其
至
者
當
求
其
復
之
之
理
、
又
朙
其
復
之
之
地
、
則
可
矣
。
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且
夫
動
之
復
乎
靜
、
…
…
則
是
以
目
視
目
、
以
耳
聽
耳
、
以
心
復

心
、
猶
萬
物
之
歸
根
、
百
川
之
歸
源
。
夫
命
之
復
也
如
此
。
人
在

天
地
之
閒
、
一
微
物
耳
。
以
其
有
知
也
、
…
…
曾
不
知
命
之
使
然
、

將
惡
乎
迯
之
哉
。
故
垩
人
之
敎
、
以
虛
極
靜
篤
、
使
歸
基
本
源
、

復
其
命
蒂
、
以
冀
長
生
久
視
、
不
中
衜
夭
於
聾
盲
跛
蹇
、
而
免
乎

六
極
之
罰
也
。
處
此
虛
靜
、
則
有
以
物
我
復
命
之
地
而
無
疑
矣
。

是
以
行
止
於
是
、
造
次
於
是
、
顚
沛
於
是
、
性
命
之
理
不
在
彼
而

在
此
矣
。
原
其
始
、
自
事
而
窮
理
、
自
理
而
盡
性
、
盡
性
而
知
天
、

知
天
則
能
至
於
命
矣
。
然
窮
理
則
用
知
、
盡
性
則
有
意
、
有
知
有

意
、
故
特
云
至
而
已
。
出
乎
言
意
之
表
、
則
復
之
矣
。
復
則
得
其

常
、
然
乃
所
謂
亙
古
以
固
存
者
也
。
復
命
之
理
、
至
是
而
已
。

（
33
）　

河
上
公
、
王
弼
、
玄
宗
註
は
直
接
性
命
と
い
う
語
を
用
い
、

徽
宗
註
も
「
體
性
抱
神
、
中
以
自
考
、
此
之
謂
復
命
」
と
し
て
性

命
の
文
脉
で
解
釋
し
て
い
る
。

（
34
）　

復
命
を
『
莊
子
』
天
地
篇
の
言
葉
で
說
朙
す
る
の
は
『
老
子
』

徽
宗
註
に
も
見
え
る
。

（
35
）　

姬
志
眞
の
術
語
と
し
て
の
「
神
」
は
『
易
』「
說
卦
」
に
「
神

者
妙
萬
物
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
衜
が
氣
に
は
た
ら
き
か
け
て

萬
物
に
變
化
さ
せ
る
力
を
意
味
す
る
。「
谷
神
論
」、「
精
神
說
一
」、

「
氣
神
說
二
」
な
ど
に
說
朙
が
見
え
る
。

（
36
）　

窮
理
盡
性
は
意
知
を
伴
う
た
め
言
語
を
忘
れ
る
必
要
が
あ
る

と
す
る
說
は
、
北
宋
の
王
雱
に
よ
る
『
老
子
』
註
釋
に
も
見
え
る
。

北
宋
の
老
莊
家
と
姬
志
眞
の
關
係
は
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

（
37
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
三
八
葉
裏
―
三
九
葉
表

（
38
）　

夫
性
者
、
淸
靜
妙
朙
、
本
然
之
眞
性
也
。
又
名
本
分
事
、
又

名
向
上
機
、
又
名
大
本
大
宗
、
非
習
性
、
種
性
也
。
今
於
濕
肉
團

上
、
在
目
應
見
、
在
耳
應
聞
、
在
鼻
應
嗅
、
在
口
應
言
、
在
心
應

思
、
手
拈
足
行
、
其
用
雖
異
、
同
一
眞
性
。
性
如
水
也
、
心
者
水

之
流
動
也
。
情
者
波
也
、
命
則
如
使
水
之
流
止
者
。
蓋
命
自
衜
所

稟
賦
於
形
體
之
中
爲
性
、
性
之
本
則
爲
命
、
與
衜
且
然
無
閒
也
、

豈
止
氣
爲
命
哉
。
如
君
命
・
父
命
、
但
承
其
見
在
、
而
不
能
測
其

未
來
、
故
曰
「
不
知
其
然
而
然
、
命
也
。」
復
性
歸
根
、
入
於
不

知
之
處
爲
復
命
。
雖
不
可
知
、
然
吾
之
日
用
、
動
靜
、
存
兦
、
消

長
、
升
沉
、
進
退
、
得
失
、
皆
聽
命
而
已
。
不
從
其
命
而
妄
作
者
、

非
徒
不
果
其
願
、
隨
有
凶
禍
及
之
矣
。

（
39
）　

こ
う
し
た
禪
風
の
語
彙
は
散
文
で
は
あ
ま
り
用
い
な
い
が
、

姬
志
眞
は
三
敎
一
致
へ
の
志
向
が
强
く
、
詩
詞
に
於
い
て
は
禪
語

や
佛
敎
由
來
の
故
事
を
多
用
し
て
い
る
。

（
40
）　

松
下
（
二
〇
一
九
）
第
二
一
五
―
二
二
二
頁
參
照
。

（
41
）　

す
で
に
見
た
「
知
常
論
」
の
他
、『
知
常
先
生
雲
山
集
』
所
收

の
三
十
三
篇
の
う
ち
十
三
篇
で
朙
確
に
こ
れ
を
言
う
。
三
浦
（
二

〇
〇
三
）
第
一
三
五
頁
も
姬
志
眞
が
萬
物
一
體
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
42
）　
『
知
常
先
生
雲
山
集
』
卷
五
、
第
四
八
葉
裏
―
四
九
葉
表

（
43
）　

例
え
ば
姬
志
眞
は
「
塵
境
」
と
い
う
語
を
多
用
し
て
お
り
、



全
眞
敎
に
於
け
る
「
性
命
」
の
「
命
」

六
五

外
的
世
界
は
心
を
亂
す
た
め
遮
斷
す
べ
し
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

（
44
）　

旣
に
こ
の
論
點
は
森
（
一
九
七
一
）
第
一
〇
〇
―
一
〇
八
頁

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）　

姬
志
眞
『
雲
山
集
』
卷
三
、『
衜
藏
』
第
二
五
册
、
第
三
八
四

頁
上

本
稿
は
令
和
五
年
十
一
⺼
に
實
施
さ
れ
た
日
本
衜
敎
學
會
第
七
四
回
大

會
に
於
け
る
口
頭
發
表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
改
善
へ
の
ご
意
見

を
下
さ
っ
た
先
生
方
に
は
多
大
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
硏
究
は
特
別
硏
究
員
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The Meaning of the Term ‘Ming’ of ‘XIngming’ in Quanzhen Dao 
: Focusing on Ji Zhizhen

Gō WAKIYAMA

In the context of Quanzhen Daoism, the term ‘Xingming’（性命） holds a central 
position in its philosophy and is of utmost importance. However, its precise 
meaning has yet to be thoroughly examined. This paper explores the usage of the 
term ‘Xingming,’（性命） particularly the term ‘ming’（命）, from the late Jin 
Dynasty’s Wang Chongyang to Ji Zhizhen during the Mongol Empire period, 
aiming to elucidate its significance.

During the times of Wang Chongyang and the Qi Zhenren, ‘Xingming’（性命） 
was not used under a strict definition. However, from Yin Zhiping（尹志平） 
onwards, ‘Xingming’（性命） came to be defined as a single word rather than two 
separate concepts, ‘Xing’（性） and ‘Ming’（命）. Consequently, the idea of 
separating ‘Xing’ （性）and ‘Ming,’（命） as seen in practices like Neidan, was 
rejected.

Ji Zhizhen embodied the culture of Quanzhen Daoism during the Mongol 
Empire period and was significantly influenced by the Commentary on Laozi and 
Zhuangzi from the Song and Jin Dynasty. While maintaining the inseparability of 
‘Xingming,’（性命） Ji Zhizhen organized ‘Xing’（性） as a specific existence and ‘Ming’ 
as a fundamental entity. Effectively, ‘Xing’（性） and ‘Ming’（命） came to be 
recognized separately. However, the consideration of ‘Ming’（命） as the physical 
body, as seen in Neidan, continued to be rejected.

Thus, in Quanzhen Daoism, ‘Ming’（命） does not signify the physical body. 
Therefore, traditional expressions like ‘Xingming Shuangxiu’（性命雙修） —
cultivating both spirit and body— and ‘Xianxing Houming’（先性後命）—
cultivating spirit before body— appear contradictory and require reevaluation for 
future exploration.




